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学童の待機児童の現状

• 新年度利用開始の申込者全入に申し込みが間に合えば、低学年と障がいのあ
る児童は必ず入会できる。

• ２０２５年度 学童待機児童数

• 学童は長期休暇中のみのニーズが発生するのが未就学児の保育園幼稚園とは
大きく異なる。

• 待機児童＝保育が必要なのに利用できない。留守番をさせる？親が仕事を辞
める？親の病気が保育理由ならどうなる？

4月1日時点 7月1日時点 8月1日時点

待機のあるクラブ ９クラブ ７クラブ １４クラブ

待機児童数 ７２名 ５０名 ６９名

4月からの一斉入会の申し込み期間の後から
保育が必要となった子どもたちも待機児童であり待機児童対策は必要。



１学校１学童の考え

• １学校１学童を基本的な考え方として町田市では学童保育を整備。
• →これは、
学校までそこまで遠くない時
学校の敷地内に学童を整備する形でもスペースを確保できる時
には非常に有効で、安全面でも素晴らしい取り組みであるが、学
校統合後には以下の課題が発生する。

• →熱中症リスクが高い夏休みも、毎日通う必要があるため学校ま
で通い場合には安全面で不安がある。
→夕方暗くなってから一人で帰宅する子どもにとって、長い距離
を歩いて帰るのは難しいのではないか。
→お迎え時間が遅い場合には保護者がお迎えに行くケースも多い
が、距離があると疲れた子どもを連れて徒歩でのお迎えが厳しい
のでは。学童だけでなく保育園のお迎えに行く人もいる。送迎の
負担が重くなりすぎるのではないか。



学校跡地の活用で、登下校、登降所
学童不足、全てを解決！！

• スクールバスの停留所として活用。学校終了後に学童利用者も真っ直ぐ帰宅する子も、
まちともで遊びたい子も全員同じバスに乗せて学校跡地へ。寒さや暑さを凌げるバス停
留所があると、バス停まで毎日同じ時間感覚で歩くのが難しい低学年の子供なども早め
に送り出すことができる。

• 家まで遠くてバス通学をする子どもたちも、跡地のまちともを利用することでちょうど
いい時間に帰宅できる。

• 学童からの帰り道も家まで近くなり、子供にも家庭にも負担が軽減される。

そこで提案！
学校跡地に

学童保育・まちとも（子どもの居場所）・バス停留所
の３つの機能を持たせる！



通学距離が遠い場合学区外通学制度を検討する方も多いが
網掛けの学校は受け入れ人数が０人



例えば…。

町田第六小学校学区のうち緑マー
カー部分は２キロを超える場所とな
る。
学区外通学制度の対象である隣接校
５校のうち、３校が受け入れ０人と
なる。

町田第一小学校は将来推計における
2026年度の児童数が想定以上に減少。
2023年想定６９０人
2025年想定６４５人
４５名の減少
（南大谷は増加）

このようなケースにおいて、なんと
か受け入れ人数を確保することはで
きないのか？


